
★ 調達管理番号 調達件名

担当部課 業務種別

選定方法

業

務

内

容

留

意

事

項

コンサルタント等契約（業務実施単独型）（２０２０年５月７日）

注１） これらの案件は、予定段階のものであり、あくまでも現時点での案件概要を示したものです。今後、情勢等の変化により、案件の中止を含め、内容・実施時期等を変更する可能

性があります。あらかじめご承知おきください。

新型コロナウイルス感染拡大の影響による渡航制限措置等により、履行期間や現地業務期間に変更が生じる場合があります。

注２） 公示日（予定）の上欄に「★」がある案件は、記載の公示日（予定）にむけ、調達準備手続きを開始した案件を指します。

20a00184000000 ラオス国電力の質向上プロジェクト詳細計画策定調査（グリッドコード／系統計画／運用）

注３） 2020年4月から「コンサルタント等契約」の制度が変わります。下記は現時点での最新情報であり、今後も新しい情報の公開と共に変更が生じる可能性がありますので、適宜JICAホームページ

「調達情報＞お知らせ」をご確認下さい。（https://www.jica.go.jp/announce/information/index.html）

公示日（予定） 調整中
社会基盤部資源・エネルギーグルー
プ

業務実施契約（単独型）－詳細計
画策定調査

履行期間（予定） 調整中 企画競争

【背景】


　ラオス人民民主共和国（以下、「ラオス国」）は豊富な水力資源を活用した電力輸出を外貨獲
得のための大きな柱として位置付けている。急増する余剰電力を最適且つ柔軟に国内・隣国間で
融通するため、ラオス国政府は、国内系統と隣国電力系統とを連系させる「System to System連
系体制（以下、「SS連系」）」の実現を目指している。これに必要な長期系統計画策定等を支
援するため、JICAは、「電力系統マスタープラン策定プロジェクト（2020）（以下、「系統
MP」）」を実施した。ラオス国政府は、SS連系に必要となる一連の施策をロードマップ（以
下、「RM」）において喫緊の課題として位置付けられている、系統システム全体を適切に運用
するためのグリッドコード（以下、「GC」）の改善及び系統連系／計画運用能力の向上を目的
とした技術協力プロジェクトを要請した。


【目的】


　本詳細計画策定調査では、ラオス国での現地調査等を通して要請内容詳細を確認するととも
に、系統システム全体を適切に運用するために必要となる系統連系／計画運用能力強化を目的と
した技術協力プロジェクト（本プロジェクト）の詳細計画を検討するものである。


【活動内容】


　本業務従事者は、系統MPの提言及び電力セクターの現況を踏まえ、特に、系統計画／運用の
観点から、本プロジェクト実施によるラオス国政府関係機関のGC改善及び能力向上を効果的に
進めるためのスコープ、アプローチ等の検討を行う。また、技術協力プロジェクトの仕組み及び
手続きを十分に把握の上、調査団の他団員と協議･調整しつつ、担当分野に関する技術協力計画
策定のために必要な調査を行う。

【業務担当分野】グリッドコード／系統計画／運用





【人月合計】合計：1.2MM（現地0.70MM、国内0.5MM）





【現地派遣期間】2020年7月12日～8月1日（予定）





【渡航回数】１回





＜有償以外＞

1



コンサルタント等契約（業務実施単独型）（２０２０年５月７日）

注１） これらの案件は、予定段階のものであり、あくまでも現時点での案件概要を示したものです。今後、情勢等の変化により、案件の中止を含め、内容・実施時期等を変更する可能

性があります。あらかじめご承知おきください。

新型コロナウイルス感染拡大の影響による渡航制限措置等により、履行期間や現地業務期間に変更が生じる場合があります。

注２） 公示日（予定）の上欄に「★」がある案件は、記載の公示日（予定）にむけ、調達準備手続きを開始した案件を指します。

注３） 2020年4月から「コンサルタント等契約」の制度が変わります。下記は現時点での最新情報であり、今後も新しい情報の公開と共に変更が生じる可能性がありますので、適宜JICAホームページ

「調達情報＞お知らせ」をご確認下さい。（https://www.jica.go.jp/announce/information/index.html）
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20a00185000000
ラオス国電力の質向上プロジェクト詳細計画策定調査（グリッドコード／系統連系（再生可
能エネルギーを含む発電／配電））

公示日（予定） 調整中
社会基盤部資源・エネルギーグルー
プ

業務実施契約（単独型）－詳細計
画策定調査

履行期間（予定） 調整中 企画競争

【背景】


　ラオス人民民主共和国（以下、「ラオス国」）は豊富な水力資源を活用した電力輸出を外貨獲
得のための大きな柱として位置付けている。急増する余剰電力を最適且つ柔軟に国内・隣国間で
融通するため、ラオス国政府は、国内系統と隣国電力系統とを連系させる「System to System連
系体制（以下、「SS連系」）」の実現を目指している。これに必要な長期系統計画策定等を支
援するため、JICAは、「電力系統マスタープラン策定プロジェクト（2020）（以下、「系統
MP」）」を実施した。ラオス国政府は、SS連系に必要となる一連の施策をロードマップ（以
下、「RM」）において喫緊の課題として位置付けられている、系統システム全体を適切に運用
するためのグリッドコード（以下、「GC」）の改善及び系統連系／計画運用能力の向上を目的
とした技術協力プロジェクトを要請した。


【目的】


　本詳細計画策定調査では、ラオス国での現地調査等を通して要請内容詳細を確認するととも
に、系統システム全体を適切に運用するために必要となる系統連系／計画運用能力強化を目的と
した技術協力プロジェクト（本プロジェクト）の詳細計画を検討するものである。


【活動内容】


　本業務従事者は、系統MPの提言及び電力セクターの現況を踏まえ、特に、系統連系（再生可
能エネルギーを含む発電／配電）の観点から、本プロジェクト実施によるラオス政府関係機関の
GC改善及び能力向上を効果的に進めるためのスコープ、アプローチ等の検討を行う。また、技
術協力プロジェクトの仕組み及び手続きを十分に把握の上、調査団と他団員と協議･調整しつ
つ、担当分野に関する技術協力計画策定のために必要な調査を行う。

【業務担当分野】グリッドコード／系統連系（再生可能エネル
ギーを含む発電／配電）





【人月合計】合計：1.2MM（現地0.70MM、国内0.5MM）





【現地派遣期間】2020年7月12日～8月1日（予定）





【渡航回数】１回





＜有償以外＞

2



コンサルタント等契約（業務実施単独型）（２０２０年５月７日）

注１） これらの案件は、予定段階のものであり、あくまでも現時点での案件概要を示したものです。今後、情勢等の変化により、案件の中止を含め、内容・実施時期等を変更する可能

性があります。あらかじめご承知おきください。

新型コロナウイルス感染拡大の影響による渡航制限措置等により、履行期間や現地業務期間に変更が生じる場合があります。

注２） 公示日（予定）の上欄に「★」がある案件は、記載の公示日（予定）にむけ、調達準備手続きを開始した案件を指します。

注３） 2020年4月から「コンサルタント等契約」の制度が変わります。下記は現時点での最新情報であり、今後も新しい情報の公開と共に変更が生じる可能性がありますので、適宜JICAホームページ

「調達情報＞お知らせ」をご確認下さい。（https://www.jica.go.jp/announce/information/index.html）
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20a00128000000 インドネシア国造船産業振興プロジェクト詳細計画策定調査（評価分析）

公示日（予定） 調整中 社会基盤部運輸交通グループ
業務実施契約（単独型）－詳細計
画策定調査

履行期間（予定） 調整中 企画競争

【背景】多くの島嶼からなるインドネシア国において、海運はインドネシア経済において重要な
役割を果たしており、海事産業ロードマップが定められ造船業の振興に力が入れられている。同
国政府からは造船産業振興政策と造船技術向上についての支援要請がなされ、二段階技プロとし
て2016年5月に討議議事録（RD)が締結された。その内容は、コンポーネント1で工業省をカウン
ターパートとして「造船政策・技術アドバイザー」を派遣し情報収集や先方との意見交換等を通
じて案件形成を行い、コンポーネント2で造船産業振興の技プロを本格実施するものである。


　これに基づき、「造船政策・技術アドバイザー」が2016年10月から派遣され案件形成を行っ
てきたところであるが、今般プロジェクトの本格実施（コンポーネント2）に向けて詳細計画策
定調査を実施するものである。


【目的】今次詳細計画策定調査は、計画枠組み、実施体制、成果と活動等を整理したうえで、プ
ロジェクトの内容を確認・協議し、プロジェクトの係る合意文書締結を行うとともに、事前評価
を行うことを目的とする。


【活動内容】本業務従事者は詳細計画策定調査団員として技術協力プロジェクトの仕組み及び手
続きを十分に把握の上、他の調査団員と協議・調整しつつ、プロジェクトの協力計画形成に資す
る担当分野の調査を行う。


【業務担当分野】評価分析


【人月合計】0.97人月


【現地派遣期間】2週間（調整中）


【渡航回数】1回

●長期専門専門家（造船政策・技術アドバイザー）を派遣中
（2016年10月～　）





●詳細計画策定調査においては、「総括」「造船教育」「造船事
情」の分野の団員が参団の予定。





●現地派遣期間は、新型コロナウイルス対応に関連して変更にな
る可能性があります。


※有償以外

3



コンサルタント等契約（業務実施単独型）（２０２０年５月７日）

注１） これらの案件は、予定段階のものであり、あくまでも現時点での案件概要を示したものです。今後、情勢等の変化により、案件の中止を含め、内容・実施時期等を変更する可能

性があります。あらかじめご承知おきください。

新型コロナウイルス感染拡大の影響による渡航制限措置等により、履行期間や現地業務期間に変更が生じる場合があります。

注２） 公示日（予定）の上欄に「★」がある案件は、記載の公示日（予定）にむけ、調達準備手続きを開始した案件を指します。

注３） 2020年4月から「コンサルタント等契約」の制度が変わります。下記は現時点での最新情報であり、今後も新しい情報の公開と共に変更が生じる可能性がありますので、適宜JICAホームページ

「調達情報＞お知らせ」をご確認下さい。（https://www.jica.go.jp/announce/information/index.html）
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項

20a00078000000 ラオス国産業発展のための工学人材強化プロジェクト詳細計画策定調査（評価分析）

公示日（予定） 調整中
人間開発部高等教育・社会保障グ
ループ

業務実施契約（単独型）－詳細計
画策定調査

履行期限（予定） 調整中 企画競争

【背景】ラオス政府は、第8次国家社会経済開発計画（2016-2020年）において、工学系人材の
育成を強化する方針であり、第8次教育開発5か年計画（2016-2020 年）では、産業界のニーズを
踏まえたカリキュラムの開発と研究能力強化を通じた高等教育の質の向上を優先課題としてい
る。そのような状況下、国内4つの国立大学のうち、唯一首都に位置し、最も多くの卒業生を輩
出するラオス国立大学工学部に対し、ラオス政府から技術協力プロジェクト「産業発展のための
工学人材強化プロジェクト」の実施が要請されている。これを受けてJICAは、ラオス政府からの
要請の背景、内容を確認し、プロジェクトの実施内容の計画策定に必要な情報収集・分析を行う
ことを目的として詳細計画策定調査を実施する。





【目的】今次詳細計画策定調査は、プロジェクト実施に先立ち、計画枠組み、実施体制、成果と
活動等を整理したうえで、プロジェクトの内容を確認・協議するとともに、事前評価を行うこと
を目的とする。





【活動内容】本業務従事者は詳細計画策定調査団員として、技術協力プロジェクトの仕組み及び
手続きを十分に把握の上、他の調査団員と協議・調整しつつ、プロジェクトの協力計画形成に資
する担当分野の調査、調査結果の取り纏めを行う。

【業務担当分野】評価分析


【人月合計】0.97MM（現地0.47MM、国内0.50MM）


【現地業務期間】＜調整中＞


【渡航回数】1回





＜有償以外＞
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コンサルタント等契約（業務実施単独型）（２０２０年５月７日）

注１） これらの案件は、予定段階のものであり、あくまでも現時点での案件概要を示したものです。今後、情勢等の変化により、案件の中止を含め、内容・実施時期等を変更する可能

性があります。あらかじめご承知おきください。

新型コロナウイルス感染拡大の影響による渡航制限措置等により、履行期間や現地業務期間に変更が生じる場合があります。

注２） 公示日（予定）の上欄に「★」がある案件は、記載の公示日（予定）にむけ、調達準備手続きを開始した案件を指します。

注３） 2020年4月から「コンサルタント等契約」の制度が変わります。下記は現時点での最新情報であり、今後も新しい情報の公開と共に変更が生じる可能性がありますので、適宜JICAホームページ

「調達情報＞お知らせ」をご確認下さい。（https://www.jica.go.jp/announce/information/index.html）
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20a00188000000 ネパール国ポカラ市下水マスタープラン策定プロジェクト詳細計画策定調査（下水道計画）

公示日（予定） 調整中 地球環境部環境管理グループ
業務実施契約（単独型）－詳細計
画策定調査

履行期間（予定） 調整中 企画競争

【背景】ポカラ市の中心部に位置するフェワ湖を含む9つの湖群一帯は、2016年に生態系・生物
多様化の保全を主目的にラムサール条約に登録された。給水省上下水道管理局（DWSSM）はポ
カラ市を縦断するセティ川の西側に位置するフェワ湖周辺の地域を対象として下水道事業計画を
検討した。しかしながら、資金不足等の問題により計画の実施に至っていない。JICA無償資金協
力「ポカラ上水道改善計画」（2019～2022）の実施に伴う給水量の増加に伴い、汚水発生量の
増加が見込まれる。このような背景から、本事業では、ポカラ市における汚水の集中型及び分散
型処理を含めた下水道マスタープランの策定、優先プロジェクトのPre Feasibility Study、マス
タープランの実施体制の構築及び研修の実施が想定されている。





【目的】本詳細計画策定調査では、各関係機関の能力や役割分担を確認し、本格調査の実施体制
を検討するための情報を分析･整理した上で、本格調査の実施体制及び活動内容について確認･協
議し、本格調査に関わる合意文書締結を行う予定である。





【活動内容】本業務の業務従事者は、開発計画調査型技術協力の仕組み及び手続きを十分に把握
の上、他の業務従事者や調査団員として派遣されるJICA職員等と協議･調整しつつ、担当分野に
係る協力計画策定のために必要な調査を行う。また、本業務従事者は、JICA職員が行う報告書
（案）全体の取りまとめに協力する。

【業務担当分野】下水道計画


【人月合計】1.07MM（現地　0.47MM、国内　0.60MM）


【現地派遣期間】2020年7月26日～2020年8月8日予定


【渡航回数】1回


【参考資料】


「上下水道セクターにかかる情報収集・確認調査ファイナル・レ
ポート」（2019年11月）


【現地業務実施地】ポカラ、カトマンズ





＜有償以外＞

5



コンサルタント等契約（業務実施単独型）（２０２０年５月７日）

注１） これらの案件は、予定段階のものであり、あくまでも現時点での案件概要を示したものです。今後、情勢等の変化により、案件の中止を含め、内容・実施時期等を変更する可能

性があります。あらかじめご承知おきください。

新型コロナウイルス感染拡大の影響による渡航制限措置等により、履行期間や現地業務期間に変更が生じる場合があります。

注２） 公示日（予定）の上欄に「★」がある案件は、記載の公示日（予定）にむけ、調達準備手続きを開始した案件を指します。

注３） 2020年4月から「コンサルタント等契約」の制度が変わります。下記は現時点での最新情報であり、今後も新しい情報の公開と共に変更が生じる可能性がありますので、適宜JICAホームページ

「調達情報＞お知らせ」をご確認下さい。（https://www.jica.go.jp/announce/information/index.html）

調達管理番号 調達件名

担当部課 業務種別

～ 選定方法

業

務

内

容

留

意

事

項

20a00132000000 ニカラグア国道の駅による地域経済振興アドバイザー業務（地域振興）

公示日（予定） 2020年5月27日
経済開発部農業・農村開発第一グ
ループ

業務実施契約（単独型）－技術協
力プロジェクト

履行期間（予定） 2020年7月15日 2021年3月31日 企画競争

【背景】


　ニカラグアでは地方の事業者の市場に関する情報不足、生産物や商品販売のための組織化の不
足などによる収益性の低さ、販売機会のロスなどがあげられ、地域格差が広がっている。特に零
細事業者による市場へのアクセスが不十分な状況にあり、地域資源を活用した地域活性化が求め
れている。





 そこでJICAは2015年9月から2年間、地方自治振興庁（以下、INIFOM）をCPに実施した個別案
件「地場産業振興アドバイザー（ADEL）」では、2012年に実施した課題別研修「地域振興（一
村一品運動）」と連携しつつ、同北部4県のうち3県を対象に、ニカラグアに適した「分散・体験
型見本市（D-HOPE）」の計画・運営方針策定手法の確立を目指し、体験型プログラムやカタロ
グ作成により地元の小規模生産者や生産品の視覚化が進められた。さらに2016年3月には調査団
が派遣され、「分散・体験型見本市」と連携したマーケットプレイスの導入方法や必要な取り組
み、目指すべきモデル等の検討が行われた。その結果、今後、マーケットプレイスとしての直売
所の設立運営と、直売所出荷者としての生産者の組織化が、地場産業振興活動のさらなる展開に
必要と認識された。





　他方、2014年に終了した開発調査「国家運輸計画プロジェクト」が作成した計画では、交通セ
クター開発と産業振興の接点として「道の駅」を提案し、ニカラグア政府に有望な戦略のひとつ
として受け止められた。こうして上述のADELプロジェクトの成果と連携させつつ、INIFOMを通
じ、地方自治体関係者に「道の駅」のコンセプトを紹介した。今後は、試験的な実施（3つのパ
イロット市）を通してニカラグアに適した道の駅モデルの計画・実施策定を支援することで、地
方自治体の地域経済振興を目指す。

【目的】


　INIFOMを中心とした「道の駅」の実施にかかるニカラグアに適
した道の駅のモデルの提案を目的とする。





【活動内容】


　本業務の従事者は、ニカラグアに適した「道の駅」のモデルを
構築することを目指し、CP機関、地方自治体職員ら、道の駅の実
施、運営にかかる関係者に対し、技術的な助言、支援を行う。





【業務担当分野】地域振興





【人月合計】5.0MM（現地3.0MM→国内2.0MM）





【現地業務期間】


　・第1次：2020年9月上旬-9月下旬（20日）


　・第2次（40日）


　・第3次（30日）





＜有償以外＞
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コンサルタント等契約（業務実施単独型）（２０２０年５月７日）

注１） これらの案件は、予定段階のものであり、あくまでも現時点での案件概要を示したものです。今後、情勢等の変化により、案件の中止を含め、内容・実施時期等を変更する可能

性があります。あらかじめご承知おきください。

新型コロナウイルス感染拡大の影響による渡航制限措置等により、履行期間や現地業務期間に変更が生じる場合があります。

注２） 公示日（予定）の上欄に「★」がある案件は、記載の公示日（予定）にむけ、調達準備手続きを開始した案件を指します。

注３） 2020年4月から「コンサルタント等契約」の制度が変わります。下記は現時点での最新情報であり、今後も新しい情報の公開と共に変更が生じる可能性がありますので、適宜JICAホームページ

「調達情報＞お知らせ」をご確認下さい。（https://www.jica.go.jp/announce/information/index.html）

★ 調達管理番号 調達件名

担当部課 業務種別

～ 選定方法

業

務

内

容

留

意

事

項

20a00131000000
マダガスカル国コメ生産性向上・流域管理プロジェクトフェーズ２終了時評価調査（評価分
析）

公示日（予定） 2020年5月27日
経済開発部農業・農村開発第二グ
ループ

業務実施契約（単独型）－調査・
研究

履行期間（予定） 2020年7月8日 2020年9月21日 企画競争

【背景】マダガスカルにおいてコメは主食であり、最も重要な作物である。稲作は全耕地面積の
約4割を占め、コメの総生産量は年間403万トン、消費量は年間一人当たり約98kgに及ぶ。JICA

は「コメ生産向上・流域管理プロジェクトフェーズ2（PAPRiz2）」を実施し、多くの稲作農家
への技術普及を図っている。





【目的】2020年11月のプロジェクト終了を控え、プロジェクト活動の実績、成果を確認し提言
にまとめる。また、今後の協力事業の実施にあたっての教訓を導くことを目的とする。





【活動内容】プロジェクトの協力について当初計画と活動実績、計画達成状況、評価５項目（妥
当性、有効性、効率性、インパクト、持続性）を確認するために、必要なデータ、情報を収集、
整理し、分析する。また、プロジェクト全体を評価し、今期プロジェクトにおける成果および残
されている課題を確認し、提言をまとめる。

【業務担当分野】評価分析





【人月合計】1.27MM（現地0.77MM　国内0.50MM）





【現地業務期間】調整中





【渡航回数】1回





＜有償以外＞
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コンサルタント等契約（業務実施単独型）（２０２０年５月７日）

注１） これらの案件は、予定段階のものであり、あくまでも現時点での案件概要を示したものです。今後、情勢等の変化により、案件の中止を含め、内容・実施時期等を変更する可能

性があります。あらかじめご承知おきください。

新型コロナウイルス感染拡大の影響による渡航制限措置等により、履行期間や現地業務期間に変更が生じる場合があります。

注２） 公示日（予定）の上欄に「★」がある案件は、記載の公示日（予定）にむけ、調達準備手続きを開始した案件を指します。

注３） 2020年4月から「コンサルタント等契約」の制度が変わります。下記は現時点での最新情報であり、今後も新しい情報の公開と共に変更が生じる可能性がありますので、適宜JICAホームページ

「調達情報＞お知らせ」をご確認下さい。（https://www.jica.go.jp/announce/information/index.html）

調達管理番号 調達件名

担当部課 業務種別

選定方法

業

務

内

容

留

意

事

項

20a00121000000
エルサルバドル国初中等算数・数学教育における学力評価に基づいた学びの改善プロジェク
ト詳細計画策定調査（評価分析）

公示日（予定） 調整中 人間開発部基礎教育グループ
業務実施契約（単独型）－詳細計
画策定調査

履行期間（予定） 調整中 企画競争

【背景・目的】


　エルサルバドルの国家5か年開発計画2014-2019では、国際競争力強化と経済発展に資する産
業人材の育成の重要性が謳われ、その基盤となる初中等教育、とりわけ算数・数学教育の質の改
善が喫緊の課題とされていた。この課題に対し、JICAは2015～2019年に「初中等教育算数・数
学指導力向上プロジェクト（ESMATE）」を実施し、初中等教育の教材改訂・開発を中心に算数
数学教育の質の向上を支援してきた。他方、ESMATEにて開発された教材を使用した学習が学校
現場で広がりを見せている中で、その効果としての学習変容を適切に評価し、カリキュラム・教
科書改訂や各種政策に反映する仕組みは現状では存在していない。かかる状況の下、エルサルバ
ドル教育科学技術省は学習評価結果を活かした教科書内容や指導法の改善、教育政策への反映を
行うことを通じ、算数・数学教育における学びを改善することを目的として、本案件の要請がな
された。


　上記要請を受け、JICAはプロジェクトの計画枠組や実施体制等を整理した上で、協力内容・計
画をエルサルバドル政府と確認・合意することを目的とした詳細計画策定調査を実施する。





【活動内容】


　プロジェクト・デザイン案の作成に必要な情報収集等を行い、要請内容を評価5項目の観点か
ら分析の上、協力計画（案）の策定を支援する。

【人月合計】1.18MM（現地0.63MM、国内0.55MM）


【業務担当分野】評価分析


【渡航回数】1回


【現地業務期間】調整中





＜有償以外＞
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コンサルタント等契約（業務実施単独型）（２０２０年５月７日）

注１） これらの案件は、予定段階のものであり、あくまでも現時点での案件概要を示したものです。今後、情勢等の変化により、案件の中止を含め、内容・実施時期等を変更する可能

性があります。あらかじめご承知おきください。

新型コロナウイルス感染拡大の影響による渡航制限措置等により、履行期間や現地業務期間に変更が生じる場合があります。

注２） 公示日（予定）の上欄に「★」がある案件は、記載の公示日（予定）にむけ、調達準備手続きを開始した案件を指します。

注３） 2020年4月から「コンサルタント等契約」の制度が変わります。下記は現時点での最新情報であり、今後も新しい情報の公開と共に変更が生じる可能性がありますので、適宜JICAホームページ

「調達情報＞お知らせ」をご確認下さい。（https://www.jica.go.jp/announce/information/index.html）

調達管理番号 調達件名

担当部課 業務種別

選定方法

業

務

内

容

留

意

事

項

20a00189000000
ネパール国ポカラ市下水マスタープラン策定プロジェクト詳細計画策定調査（環境社会配
慮）

公示日（予定） 調整中 地球環境部環境管理グループ
業務実施契約（単独型）－詳細計
画策定調査

履行期間（予定） 調整中 企画競争

【背景】ポカラ市の中心部に位置するフェワ湖を含む9つの湖群一帯は、2016年に生態系・生物
多様化の保全を主目的にラムサール条約に登録された。給水省上下水道管理局（DWSSM）はポ
カラ市を縦断するセティ川の西側に位置するフェワ湖周辺の地域を対象として下水道事業計画を
検討した。しかしながら、資金不足等の問題により計画の実施に至っていない。JICA無償資金協
力「ポカラ上水道改善計画」（2019～2022）の実施に伴う給水量の増加に伴い、汚水発生量の
増加が見込まれる。このような背景から、本事業では、ポカラ市における汚水の集中型及び分散
型処理を含めた下水道マスタープランの策定、優先プロジェクトのPre Feasibility Study、マス
タープランの実施体制の構築及び研修の実施が想定されている。





【目的】本詳細計画策定調査では、各関係機関の能力や役割分担を確認し、本格調査の実施体制
を検討するための情報を分析･整理した上で、本格調査の実施体制及び活動内容について確認･協
議し、本格調査に関わる合意文書締結を行う予定である。





【活動内容】本業務の業務従事者は、開発計画調査型技術協力の仕組み及び手続きを十分に把握
の上、他の業務従事者や調査団員として派遣されるJICA職員等と協議･調整しつつ、担当分野に
係る協力計画策定のために必要な調査を行う。また、本業務従事者は、JICA職員が行う報告書
（案）全体の取りまとめに協力する。

【業務担当分野】環境社会配慮及びジェンダー主流化


【人月合計】0.97MM（現地　0.47MM、国内　0.50MM）


【現地業務期間】2020年7月26日～2020年8月8日予定


【渡航回数】1回


【参考資料】


「上下水道セクターにかかる情報収集・確認調査ファイナル・レ
ポート」（2019年11月）


【現地業務実施地】ポカラ、カトマンズ





＜有償以外＞
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コンサルタント等契約（業務実施単独型）（２０２０年５月７日）

注１） これらの案件は、予定段階のものであり、あくまでも現時点での案件概要を示したものです。今後、情勢等の変化により、案件の中止を含め、内容・実施時期等を変更する可能

性があります。あらかじめご承知おきください。

新型コロナウイルス感染拡大の影響による渡航制限措置等により、履行期間や現地業務期間に変更が生じる場合があります。

注２） 公示日（予定）の上欄に「★」がある案件は、記載の公示日（予定）にむけ、調達準備手続きを開始した案件を指します。

注３） 2020年4月から「コンサルタント等契約」の制度が変わります。下記は現時点での最新情報であり、今後も新しい情報の公開と共に変更が生じる可能性がありますので、適宜JICAホームページ

「調達情報＞お知らせ」をご確認下さい。（https://www.jica.go.jp/announce/information/index.html）

調達管理番号 調達件名

担当部課 業務種別

選定方法

業

務

内

容

留

意

事

項

20a00137000000
ミャンマー国バゴー・シッタン川流域統合水資源管理マスタープラン策定プロジェクト詳細
計画策定調査（環境社会配慮／評価分析）

公示日（予定） 調整中 地球環境部防災グループ
業務実施契約（単独型）－詳細計
画策定調査

履行期限（予定） 調整中 企画競争

【背景】ミャンマーではモンスーン(季節風)期等で、広域にわたり洪水被害が発生する.今回対象
となるバゴー川・シッタン川流域は、特に2018年には同地域全体で15万を超える避難者が発生
し、広範な浸水被害が発生し、日本政府も緊急支援(物資支援)を実施した。


バゴー市はヤンゴン大都市圏の人口増加にともない、近郊となる同地域のさらなる人口増が見込
まれて、市街地の増加や工業団地の整備が進められている。さらにJICAが支援をしている「東西
経済回廊整備事業」および「ヤンゴン・マンダレー鉄道整備事業」の要を形成しており、産業地
域開発も含めた投資の促進も考えられる地域となっている。


以上のように、対象地域となるバゴー川・シッタン川流域は、今後の経済発展のポテンシャルが
高い一方、水害リスクも顕在化しており、都市の発展とともに水害リスクの増加も懸念されてい
る。


今般、ミャンマー政府より日本政府に対し、「バゴー・シッタン川流域統合水資源管理マスター
プラン策定プロジェクト」の要請があり、JICAは詳細計画策定調査を実施することとした。


【目的】本調査では、ミャンマー政府からの協力要請の背景、内容を確認し、先方政府関係機関
との協議を経て、協力計画を策定するとともに、当該プロジェクトの事前評価を行うために必要
な情報を収集、分析することを目的とし、プロジェクトに関わる合意文書締結を行う予定であ
る。


【活動内容】本業務従事者は、開発計画調査型技術協力プロジェクトの仕組み及び手続きを十分
に把握の上、他の業務従事者や調査団員として派遣されるJICA職員等と協議・調整しつつ、担当
分野に係る協力計画策定のために必要な調査を行う。

【業務担当分野】環境社会配慮／評価分析


【人月合計】1.5MM（現地　MM、国内　MM)


【現地業務期間】4週間


【渡航回数】1回





＜有償以外＞

10



コンサルタント等契約（業務実施単独型）（２０２０年５月７日）

注１） これらの案件は、予定段階のものであり、あくまでも現時点での案件概要を示したものです。今後、情勢等の変化により、案件の中止を含め、内容・実施時期等を変更する可能

性があります。あらかじめご承知おきください。

新型コロナウイルス感染拡大の影響による渡航制限措置等により、履行期間や現地業務期間に変更が生じる場合があります。

注２） 公示日（予定）の上欄に「★」がある案件は、記載の公示日（予定）にむけ、調達準備手続きを開始した案件を指します。

注３） 2020年4月から「コンサルタント等契約」の制度が変わります。下記は現時点での最新情報であり、今後も新しい情報の公開と共に変更が生じる可能性がありますので、適宜JICAホームページ

「調達情報＞お知らせ」をご確認下さい。（https://www.jica.go.jp/announce/information/index.html）

調達管理番号 調達件名

担当部課 業務種別

選定方法

業

務

内

容

留

意

事

項

20a00140000000
ミャンマー国バゴー・シッタン川流域統合水資源管理マスタープラン策定プロジェクト詳細
計画策定調査（統合水資源管理／治水計画）

公示日（予定） 調整中 地球環境部防災グループ
業務実施契約（単独型）－詳細計
画策定調査

履行期限（予定） 調整中 企画競争

【背景】ミャンマーではモンスーン(季節風)期等で、広域にわたり洪水被害が発生する.今回対象
となるバゴー川・シッタン川流域は、特に2018年には同地域全体で15万を超える避難者が発生
し、広範な浸水被害が発生し、日本政府も緊急支援(物資支援)を実施した。


バゴー市はヤンゴン大都市圏の人口増加にともない、近郊となる同地域のさらなる人口増が見込
まれて、市街地の増加や工業団地の整備が進められている。さらにJICAが支援をしている「東西
経済回廊整備事業」および「ヤンゴン・マンダレー鉄道整備事業」の要を形成しており、産業地
域開発も含めた投資の促進も考えられる地域となっている。


以上のように、対象地域となるバゴー川・シッタン川流域は、今後の経済発展のポテンシャルが
高い一方、水害リスクも顕在化しており、都市の発展とともに水害リスクの増加も懸念されてい
る。


今般、ミャンマー政府より日本政府に対し、「バゴー・シッタン川流域統合水資源管理マスター
プラン策定プロジェクト」の要請があり、JICAは詳細計画策定調査を実施することとした。


【目的】本調査では、ミャンマー政府からの協力要請の背景、内容を確認し、先方政府関係機関
との協議を経て、協力計画を策定するとともに、当該プロジェクトの事前評価を行うために必要
な情報を収集、分析することを目的とし、プロジェクトに関わる合意文書締結を行う予定であ
る。


【活動内容】本業務従事者は、開発計画調査型技術協力プロジェクトの仕組み及び手続きを十分
に把握の上、他の業務従事者や調査団員として派遣されるJICA職員等と協議・調整しつつ、担当
分野に係る協力計画策定のために必要な調査を行う。

【業務担当分野】統合水資源管理／治水計画


【人月合計】1.5MM（現地　MM、国内　MM)


【現地業務期間】4週間


【渡航回数】1回
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コンサルタント等契約（業務実施単独型）（２０２０年５月７日）

注１） これらの案件は、予定段階のものであり、あくまでも現時点での案件概要を示したものです。今後、情勢等の変化により、案件の中止を含め、内容・実施時期等を変更する可能

性があります。あらかじめご承知おきください。

新型コロナウイルス感染拡大の影響による渡航制限措置等により、履行期間や現地業務期間に変更が生じる場合があります。

注２） 公示日（予定）の上欄に「★」がある案件は、記載の公示日（予定）にむけ、調達準備手続きを開始した案件を指します。

注３） 2020年4月から「コンサルタント等契約」の制度が変わります。下記は現時点での最新情報であり、今後も新しい情報の公開と共に変更が生じる可能性がありますので、適宜JICAホームページ

「調達情報＞お知らせ」をご確認下さい。（https://www.jica.go.jp/announce/information/index.html）

調達管理番号 調達件名

担当部課 業務種別

選定方法

業

務

内

容

留

意

事

項

20a00141000000
ミャンマー国バゴー・シッタン川流域統合水資源管理マスタープラン策定プロジェクト詳細
計画策定調査（利水計画）

公示日（予定） 調整中 地球環境部防災グループ
業務実施契約（単独型）－詳細計
画策定調査

履行期限（予定） 調整中 企画競争

【背景】ミャンマーではモンスーン(季節風)期等で、広域にわたり洪水被害が発生する.今回対象
となるバゴー川・シッタン川流域は、特に2018年には同地域全体で15万を超える避難者が発生
し、広範な浸水被害が発生し、日本政府も緊急支援(物資支援)を実施した。


バゴー市はヤンゴン大都市圏の人口増加にともない、近郊となる同地域のさらなる人口増が見込
まれて、市街地の増加や工業団地の整備が進められている。さらにJICAが支援をしている「東西
経済回廊整備事業」および「ヤンゴン・マンダレー鉄道整備事業」の要を形成しており、産業地
域開発も含めた投資の促進も考えられる地域となっている。


以上のように、対象地域となるバゴー川・シッタン川流域は、今後の経済発展のポテンシャルが
高い一方、水害リスクも顕在化しており、都市の発展とともに水害リスクの増加も懸念されてい
る。


今般、ミャンマー政府より日本政府に対し、「バゴー・シッタン川流域統合水資源管理マスター
プラン策定プロジェクト」の要請があり、JICAは詳細計画策定調査を実施することとした。


【目的】本調査では、ミャンマー政府からの協力要請の背景、内容を確認し、先方政府関係機関
との協議を経て、協力計画を策定するとともに、当該プロジェクトの事前評価を行うために必要
な情報を収集、分析することを目的とし、プロジェクトに関わる合意文書締結を行う予定であ
る。


【活動内容】本業務従事者は、開発計画調査型技術協力プロジェクトの仕組み及び手続きを十分
に把握の上、他の業務従事者や調査団員として派遣されるJICA職員等と協議・調整しつつ、担当
分野に係る協力計画策定のために必要な調査を行う。

【業務担当分野】利水計画


【人月合計】1.5MM（現地 MM、国内　MM)


【現地業務期間】4週間


【渡航回数】1回
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